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令和6年令和6年厄年表(数え年で表記）
新月･満月夜詣り参拝のご案内

｢数え年」は､i|弓まれた時点を1歳とし､正)1を迎える度に1歳加えます。

これは正月に各家を訪れる年神様から1つ年を

いただくという意味があります。
』'1

識 新月： 満月 鰯＃猟

1月lll三| (*) 1月26日（金）1月

男性の厄年(大厄42歳） 女性の厄年(大厄33歳）

’ 2月10日（土） 2月24日（土）2月後厄i)1厄 本厄

凸
�
�
Ｊ

ｌ
ｕ
ｊ公
叩
Ⅱ
寺

臣
や
Ⅱ
己 本厄 後厄

24歳

平成

13年生

25歳

平成

12年生

26歳

平成

11年生

18歳

平成

19年生

19歳

平成

18年生

20歳

平成

17年生

3月10日（日） 3月25日（j1）3月

4月 9日（火） i月24日（水）4月

33歳

平成

4年生

32歳

平成

5年生

34歳

平成

3年生

4．1歳

IIH fi]

59年生

43歳

昭和

57年4

42歳

昭和

58年且

5月 8H(水） 5月23日（木）5側

6月 6H(木） 6月22日（士）6月

60歳

lli{ *I]

40年生

61歳

昭和

39年生

62歳

昭和

38年生

36職

平成/IIH fll

群/64年生

37歳

昭和

63年生

38歳

昭和

62年生

肌
■
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■

一一

7月 6H(土） 7月21日(FI)7月

8月 4日（'三|） 8月20日（火）8月
60歳

昭f'1

1-0年生

61歳

昭和

39年生

62歳

昭和

38年生

’

9月 3H(火） 9月18日（水）9月

今和六年のご案内 10月 3日（木） 10月17日（木）10月
副

方位による｢八方塞がり(はっぽうふさがり)｣の厄年(男女共通）
可

■
■
■
■
■
■
■ 11月 lH(金） 11月16日（土）11月
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「 12月 1日(I=I)
12月31H (火）

12月15日(H)12月82歳

IW f11

18年生

73歳

昭和

27年生

64歳

昭f11

36年生

55歳

lirl和

45年生

46歳

昭和

54年生

You Tubeで情報発信中

ぜひチャンネル登録をお願いします。

灘
’’ ’

’ 37歳

昭和

63年4

28城

平成

9年生

19歳

平成

18年4

10歳

平成

27年生
’’
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東
の
空
に
輝
き
だ
し
た
月
、
『
新
月
』
・
月
が
全
面
に
輝
き
ま
ん

ま
る
く
見
え
る
月
、
『
満
月
』
・
人
々
は
古
よ
り
天
上
の
月
に
手
を

合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。
新
月
は
新
た
な
創
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
溢
れ
「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
」
「
物
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
」
に

は
最
良
の
Ｈ
で
す
。
満
月
は
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
大
に
な
り
、
古

代
よ
り
「
完
成
さ
れ
る
日
Ｌ
と
さ
れ
、
祝
い
の
儀
式
の
側
安
の
Ｈ
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

陰
陽
師
、
天
文
博
士
で
名
商
い
安
僑
晴
明
公
に
よ
っ
て
勧
請
さ

れ
た
当
社
で
は
、
新
月
と
満
月
の
日
の
夜
に
特
別
祈
祷
を
執
り

行
っ
て
お
り
ま
す
。
月
の
強
い
お
力
と
安
焙
暗
明
公
の
お
導
き
を

頂
か
れ
「
新
川
の
夜
」
「
満
月
の
夜
」
に
は
「
祈
願
」
と
「
感
謝
」
の
真

心
を
お
捧
げ
く
だ
さ
い
。

新
月
・
満
月
夜
詣
り
参
拝
の
ご
案
内

*本年は｢三碧木星(さんぺきもくせい)」の方が厄除け(八〃除け)が

必要な八方塞が'ﾉの厄年に当たIﾉます。「ここは葛飾熊野チャンネル」

https:"www.youtu be.com/@kuma no.jinjya.cha n nel この場合の「方位｣とは､実際の〃角を示す-ものではなく、‐人一人が持っ

ている年齢ごとの｢星回り｣を指します｡そのjIll『'11ﾉが111火に位丑する年齢

は古来より厄除け(八方除け)が必妥な八力飛がiﾉのlu年とされています。-斗’

熊野神社
一

台
’

'

1 五方山関東唯一 陰陽師 安倍晴明ゆかりの神社

熊 湖
東京都葛飾区立石8-44-31

TEL : 03－3693-5623 FAX : 03-3693-0070

https://jinjya.kuman o-kid s.com/

instagram : @kumano.jinjya

特別祈祷3回斎行

①18時 ②19時 ③20時

※各州飴叶間のlO分前に

お越し下さい。
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新
し
き
年
の
初
め
に
清
ら
か
な
お
心
で
新
春
を

お
迎
え
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
社
員
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
詣
リ
く
だ
さ
い
。

会
社
の
簡
売
繁
磯
・
社
迩
隆
昌

ご
家
庭
の
家
内
安
全
・
除
災
厄
除

そ
の
他
、
様
々
な
ご
祈
願
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

一
年
の
幸
せ
と
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
る
歳

神
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
家
の
内
外
を
き
れ
い

に
掃
除
す
る
「
煤
払
い
」
を
行
い
、
門
松
や
注
連
飾
り

な
ど
の
正
月
飾
り
を
準
備
し
ま
す
。

神
棚
も
同
様
に
き
れ
い
に
し
、
神
社
か
ら
受
け
た

新
し
い
お
神
札
を
納
め
ま
す
。
占
い
お
神
札
は
お
焚

き
上
げ
し
ま
す
の
で
、
一
年
間
無
事
に
過
ご
せ
た
感

謝
を
込
め
て
、
神
社
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

平
素
よ
り
格
別
の
ご
崇
敬
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
社
は
陰
陽
師
安
倍
晴
明
公
に
よ
っ
て
紀

州
熊
野
よ
り
熊
野
大
神
が
勧
請
さ
れ
ま
し

た
・
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
き
結
界
を
張
っ
た
三

十
三
間
五
角
（
一
辺
が
約
売
ｍ
の
正
五
角
形
）
の
境

内
地
は
他
に
は
類
を
見
ず
、
い
ま
な
お
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
５
」
に
縁
起
あ
る
当
社
に
と
っ
て
令
和
５
年

は
特
別
な
年
で
し
た
。
５
が
並
ん
だ
令
和
５
年

５
月
５
日
５
時
弱
分
弱
秒
と
午
後
（
弱
）
５
時

弱
分
弱
秒
に
大
切
な
５
つ
（
熊
野
さ
ま
、
晴
明

公
、
太
陽
、
月
、
人
）
の
ご
縁
を
結
ぶ
特
別
祈
祷
を

斎
行
し
ま
し
た
・
こ
れ
ほ
ど
「
５
」
が
並
ぶ
の
は

帥
年
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
畏
敬
の
瞬
間
に

立
ち
会
お
う
と
た
く
さ
ん
の
皆
様
が
ご
参
列

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
社
の
祭
礼
日
で
あ
る

ご
崇
敬
の
皆
様
へ

当
社
は
偲
川
家
の
鰐
い

崇
敬
を
賜
り
、
徳
川
三
代

将
軍
家
光
公
、
八
代
将
軍

吉
宗
公
が
鷹
狩
り
に
訪
れ

た
際
に
は
必
ず
当
社
に
参

拝
し
、
当
社
よ
り
『
令
烏
守

護
』
を
献
上
し
ま
し
た
。
厄

除
け
・
魔
除
け
・
方
位
除

け
・
荊
気
平
癒
に
溌
験
あ

ら
た
か
な
当
社
秘
伝
の
金

色
に
輝
く
烏
の
お
守
り
、

「
金
烏
守
」
。

そ
の
他
当
社
縁
起
に
基

づ
い
た
お
神
札
と
お
守
り
、

各
枕
お
神
札
・
お
守
り
を

授
与
し
て
お
り
ま
す
。
朱
印

帳
や
ご
朱
印
も
豊
富
に
取

り
揃
え
頒
布
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

新
年
参
拝
の
ご
案
内

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

お
守
り
の
ご
案
内

’

瑞 f

出門

｜

J

『

、 f‐リ

当
社
は
神
賜
が
い
る
神
社

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

馬
と
関
係
の
深
い
当
社
で
は

「
午
の
日
」
に
「
ペ
ッ
ト
参
拝
」

を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族

の
一
員
の
大
切
な
ペ
ッ
ト
と
い
っ

し
ょ
に
お
祓
い
を
受
け
、
ペ
ッ

ト
の
身
体
健
全
、
交
通
安

全
、
健
康
催
寿
、
病
気
平
癒

な
ど
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

初
穂
料

三千円一

午
の
Ｈ
ペ
ッ
ト
参
拝

.ー.

アイラプ

ペッ}､‘,]：

９
月
陥
日
例
大
祭
よ
り
当
社
を
勧
請
し
た

開
祖
安
倍
晴
明
公
の
ご
命
日
で
あ
る
９
月
妬

日
ま
で
の
Ⅱ
日
間
を
熊
野
祭
期
間
と
し
て
毎

日
賑
わ
い
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
は
本
祭
の
年
に
あ
た
り
お
神
輿
の

渡
御
も
あ
り
、
さ
ら
に
長
い
一
可
熊
野
祭
』
に
な
り

ま
す
・
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
、
た
く
さ
ん
の
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
当
社
の
魅
力
が
つ
ま
っ

た
、
う
れ
し
い
、
た
の
し
い
、
あ
り
が
た
い
『
熊
野

祭
』
に
ぜ
ひ
お
詣
リ
く
だ
さ
い
。

今
後
も
晴
明
公
の
お
心
を
大
切
に
、
暦
に

添
っ
た
神
事
を
斎
行
し
、
当
社
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
皆
様
を
お
迎
え
い

た
し
ま
す
。
晴
明
公
の
お
導
き
、
熊
野
さ
ま
の
ご

加
護
、
お
月
さ
ま
の
不
思
議
な
力
を
い
た
だ
か

れ
、
皆
様
の
益
々
の
ご
隆
昌
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
家
庭
や
会
社
の
神
棚
に
お
伊
勢
様
（
伊
勢
神

宮
の
お
神
札
）
と
熊
野
様
（
熊
野
神
社
の
お
神

札
）
、
荒
神
様
（
火
防
の
神
様
で
火
を
扱
う
場
所

に
お
祀
り
し
ま
す
）
の
お
神
札
を
お
祀
り
し
、
日
々

の
暮
ら
し
に
感
謝
と
祈
り
を
お
捧
げ
く
だ
さ
い
。

お
子
様
の
挺
生
や
結
州
、
ご
家
庭
内
や
会
社
内
で

の
出
来
邪
な
ど
、
神
様
に
柵
併
し
平
穏
を
祈
り
ま

す
。神
棚
は
、
居
間
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
皆
が
集
ま
る
部

屋
の
目
線
よ
り
高
い
位
置
に
、
南
ま
た
は
東
向
き

に
設
え
ま
す
。
神
棚
が
な
い
場
合
は
、
ダ
ン
ス
や
棚

の
上
に
お
祀
り
す
る
な
ど
、
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
神

様
を
お
祀
り
く
だ
さ
い
。

お
神
札
をお
祀
り
し
ま
し
ょ
う

三
体
一
組

（
熊
野
様
、
お
伊
勢
様
、
荒
神
様

勝
付
）

三
千
二
百
円

神
札
授
与
所
に
て
頒
布
中

淵 f
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０
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１
１

１
１

天
赦
日
に
「
極
上
天
赦
日
大
開
運

祭
」
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。
一
年
に

小
る

数
回
だ
け
「
天
が
す
べ
て
の
罪
を
赦
す

Ⅱ
」
と
さ
れ
る
犬
赦
Ｈ
は
、
陰
陽
道
で

は
巌
上
の
大
古
、
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
天
が
赦
す
極
上
Ⅱ
に
、
附
明
公
が

勧
詰
し
た
熊
野
さ
ま
に
特
別
な
願
い

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

一
初
穂
料

五
千
円
一

極
上
天
赦
日

大
開
運
祭

I 1尺赦|I

熊
野
神
社

宮
司

千
島
俊
可

烏

咽 ザ

戸
ーモ

古
神
札
納
め
所
（
古
い
お
神
札
、
お
守
り
を
納
め

る
テ
ン
ト
）
を
吃
〃
中
旬
に
設
椴
し
、
お
焚
き
上
げ

は
正
月
三
が
Ⅱ
（
ｌ
Ｎ
１
Ⅱ
０
時
か
ら
３
日
ま
で
）

境
内
で
行
い
ま
す
・
お
預
か
り
で
き
る
も
の
は
、
神

社
で
頒
布
し
た
お
神
札
、
お
守
り
、
そ
の
他
授
与
船

で
す
・
だ
る
ま
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
人
形
、
手
帷
、
色
紙
、

陶
器
な
ど
の
燃
え
な
い
も
の
は
お
預
か
り
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
焚
き
上
げ
期
間
を
過
ぎ
ま
し
て
も
古
神
札
は
お

預
か
り
い
た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
授
与
所
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

方
角
を
司
る
天
一
神
が
天
上
に
帰
る
期
間
を
天
一

天
上
と
い
い
、
天
と
地
を
往
復
し
、
天
一
神
が
天
上
に

帰
る
天
一
天
上
は
ど
こ
へ
出
掛
け
る
に
も
吉
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

天
一
天
上
期
間
に
社
殿
を
飛
び
出
し
て
、
問
季

折
々
に
咲
く
草
花
や
緑
盟
か
な
自
然
の
巾
で
「
天
一

天
上
癒
や
し
の
参
拝
」
を
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。
鳥

の
さ
え
ず
り
、
馬
の
い
な
な
き
。
淀
ん
だ
空
気
や
瓜
の

匂
い
、
光
り
を
感
じ
て
、
心
安
ら
ぐ
よ
う
ゆ
っ
た
り
と

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

一初穂料
五千円一

古
神
札
お
焚
き
上
げ
に
つ
い
て

天
一
天
上
癒
や
し
の
参
拝

]言

－

Ⅲ
常
生
柵
の
中
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
犯

し
て
し
ま
っ
た
罪
や
職
れ
を
形
代
（
人
形
）
に

託
し
て
身
体
を
清
め
、
心
新
た
に
生
活
を
営

め
る
よ
う
に
大
き
な
力
を
得
る
行
事
が
「
大

祓
」
で
す
・
茅
草
で
作
ら
れ
た
大
き
な
輪
を

左
、
右
、
左
と
八
の
字
を
猫
く
よ
う
に
く
ぐ

り
、
職
れ
を
祓
い
無
瓶
息
災
を
祈
り
ま
す
。

形
代
に
は
ご
家
族
の
氏
名
と
年
齢
を
迎
椚

で
記
入
し
、
身
体
の
左
右
中
央
を
撫
で
、
恩
を

３
阿
吹
き
か
け
ま
す
。
特
に
病
気
や
け
が
な
ど

の
具
合
が
悪
い
箇
所
を
入
念
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
形
代
は
、
年
内
中

ま
で
に
神
札
授
与
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
大

祓
式
は
ど
な
た
様
で
も
ご
参
列
い
た
だ
け
ま

す
。
当
日
ご
参
列
で
き
な
い
方
に
は
大
祓
の
お

神
札
と
茅
の
輪
守
渡
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

師
走
大
祓
式
の
ご
案
内

令
利
５
年
哩
川
型
Ⅱ
（
Ⅱ
）

Ｍ
時
、
旧
時
、
随
時
、
３
Ⅲ
斎
行

１
１
１
１

避
雷
㈹
岬

一
圭
愈
皆
二
大
押
営
錐
恥

…
＃

熊
野
大
瀧
呼
太
垂
圭
中

|天犬上w'冊91126Ⅱ~l0iI'1N

Ⅲ

Ⅷ
伽
Ⅶ
Ⅷ

能神様 お{)}勢様 熊野様
’ 冶 斤 淌 汗
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